
凡例
１．本一覽は、筆者が２０１３年末までに收集し得た、近代以降に發表された顔眞卿に關連する論著を、發行

年を基準に整理したものである。
２．論著は出來る限り收集したが、圖版などは主なものに限った。
３．主な圖版に付された解説や釋文などは、宮崎洋一［２００８］に整理したので省略した。
４．轉載先を含めて未見の論著については、著者名［發行年］の後に「＊」を付した。
５．發行年は、初出の掲載誌を基準とし、著者名のあとに［］に入れて記した。
６．發行年が同じ論著は、著者を日本語圈・中國語圈・韓國語圈・歐米語圈に分け、日本語圈は五十音順、
中國語圈と韓國語圈はあわせて漢字の總畫數順、歐米語圈は family nameのアルファベット順、にそ
れぞれ配列した。漢字は舊漢字を用いた。

７．著書の場合は、著者名［發行年］・『書名』・出版社・總頁數、論文の場合は、著者名［發行年］・「論文
名」・『掲載誌』・卷號・掲載頁、の順に記した。掲載頁が續いていない場合は「,」で示した。また、新
聞記事の場合は、著者名［發行年］・『紙名』・發行月日の順に記し、掲載面を○で圍んだ數字で記した。

８．著者名が書かれていない論著や複數の編者による著書などは、著者の代わりに書名を用い、〔〕で囲っ
て記した。同年内の配列は、上述の基準に揃えた。

９．同年に同じ著者による論著が複數ある場合は、abc…で區別した。一つの掲載誌に同じ著者による論文
が複數ある場合は一つにまとめ、各論文に abcをつけて區別し、頁數を「/」で區別した。

１０．複數卷の著書や連載された論文は、卷號や頁數を「/」などで區別した。發行が複數年にまたがる場合
は、最初の發行年にまとめ、冒頭の表記は著者名［發行年－］とし、詳細を後に「/」などで分けて記
した。この場合に最初の發行年のみ四桁で示し、續く發行年は下二桁のみとしたものがある。

１１．複數卷の著書の１册に掲載された論文は、掲載卷の發行年においた。
１２．内容が轉載された場合には、矢印（→）以下に轉載先を示した。轉載先が複數ある場合には「。」で區

切って區別した。轉載の際には、内容に加筆や省略がある場合が含まれている。
１３．他に引用する場合は、著者名［發行年］で示し、同年の中で abc…で區別したものは［發行年 a］など

とした。〔〕に圍って書名で示した論著は、書名［發行年］で示し〔〕は省略した。
１４．書評は、その發行年に詳細を記すと共に、對象の書籍の末尾に「書評」として引用した。
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伍非百［１９４４］　「“顔魯公碑帖目”序」『文史雜誌』３－９・１０、p.８５
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